
ＩＣＴ建機による施工



 施工に用いるＩＣＴ建機の測位方法や仕様、機器構成に加え、導入時期は施工計画段階で十分な
検討が必要。

【出来形や出来高に施工履歴を利用する場合は以下が必須】

 ＩＣＴ建機の精度確認は導入時に作業装置の位置精度の確認を行い記録する。

 作業前にあらかじめ設置した既知点において座標確認を行い記録する。

作業装置の位置精度の確認

MGバックホウ（施⼯精度）

確 認用基準杭　 　

Ｘ ＝○○ . ○○○

Ｙ ＝□□ . □□□

Ｚ ＝△△ . △△△

刃先座 標　　

Ｘ＝○ ○ .○○ ○

Ｙ＝□ □ .□□ □

Ｚ＝△ △ .△△ △

バケット位置取得精度の確認⽅法

三次元座標を持つ杭（⽊杭）を設置し、バケット先
端を⽊杭にあてる事で、⽊杭とシステムの座標を比
較して確認する

現場で簡易的に精度を確認

日々の精度確認
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ここに注意

 精度確認は、出
来形や出来高
に施工履歴を
利用する場合
は必須。

 通常施工で利
用する場合は、
実施の有無は
施工者の判断
によるが、日々
の精度管理はミ
スや手戻り防止
に有効である。

例：日常点検のチェックシート（BH版)

ＩＣＴ建設機械


